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法
も
あ
る
（
群
馬
県
勢
多
郡
富
士
見
村
・
船
津
氏
所
蔵
の
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」

に
収
載
）
。

ハ
、
カ
ン
フ
ラ
法
（
第
七
十
四
丁
）

処
方
〃
白
蝋
二
百
目
、
胡
麻
油
百
八
十
目
、
唐
土
三
百
目
、
マ
ン
テ
イ
カ
一
斤
、

片
臘
二
千
四
目
、
椰
子
油
二
十
四
目
。

ま
ず
椰
子
油
、
白
蝋
、
胡
麻
油
を
弱
く
煎
じ
後
に
唐
土
、
片
臘
を
加

え
強
火
で
煮
る
と
あ
る
。
マ
ン
テ
イ
カ
は
最
後
に
入
れ
る
ら
し
い
。

椰
子
油
も
入
る
の
で
ま
ず
ポ
ル
ト
ガ
ル
流
で
あ
る
。

「
吉
雄
紅
毛
膏
薬
書
」
で
は
植
物
油
が
茨
の
油
に
変
っ
て
お
り
且
つ

マ
ン
テ
イ
カ
を
使
用
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
豚
脂
は
意
外
と
寿
命
は

永
く
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
一
九
七
○
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
蛍
に
報
告
し
た
ハ
シ
リ
コ
ン
法
、
カ
ン
フ
ラ
法
は
共
に
切
創
用
の

外
用
薬
処
方
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
月
刊
「
皮
膚
病
診

療
」
第
二
十
三
巻
第
二
、
三
、
四
号
三
○
○
一
）
協
和
企
画
、
に
〃
外

用
剤
の
洋
式
古
処
方
あ
れ
こ
れ
″
と
題
し
て
連
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参

照
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
平
成
十
二
年
十
一
月
例
会
）

吉
益
脩
夫
ｌ
断
種
法
を
め
ぐ
る
人
び
と
（
そ
の
四
）
Ｉ

岡
田
靖
雄

し
ゅ
う
ふ

吉
益
脩
夫
は
、
吉
益
東
洞
か
ら
七
代
目
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
東
洞

ｌ
猷
（
字
修
夫
）
ｌ
順
（
猷
の
第
二
女
の
夫
）
ｌ
震
（
猷
第
一
女
の
子
）
ｌ
鐵
太

郎
（
震
の
娘
の
夫
）
ｌ
雄
太
郎
ｌ
脩
夫
と
つ
づ
く
医
家
で
あ
る
。

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
七
月
二
日
、
岐
阜
県
大
垣
市
に
う
ま

れ
た
。
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
三
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒

業
、
同
級
に
小
林
芳
人
、
前
田
忠
重
が
い
た
。
精
神
病
学
教
室
（
呉
秀

三
教
授
↓
三
宅
鑛
一
教
授
）
に
は
い
る
。
一
九
二
五
’
二
六
年
、
東
京
府

立
松
沢
病
院
医
員
。
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
、
司
法
省
よ
り
受
刑
者
の

精
神
考
査
を
嘱
託
さ
れ
た
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
二
年
）
三
月
、
東
京

帝
国
大
学
医
学
部
講
師
、
同
四
月
脳
研
究
室
第
二
部
主
班
。
一
九
四
五

年
脳
研
究
室
助
教
授
、
一
九
五
六
年
脳
研
究
施
設
教
授
。
一
九
六
○
年

（
昭
和
三
五
年
）
三
月
脳
研
究
施
設
を
定
年
退
官
し
、
四
月
東
京
医
科
大

学
医
学
部
附
属
総
合
法
医
学
研
究
施
設
犯
罪
心
理
部
門
教
授
。
一
九
六

五
年
三
月
定
年
退
官
。
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
七
月
一
四
日
死

去
、
七
五
歳
。

や
せ
型
で
、
結
核
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
い

な
が
ら
、
せ
っ
か
ち
な
人
柄
。
脳
研
究
施
設
で
は
小
川
鼎
三
先
生
と
い

っ
し
ょ
で
、
お
二
人
の
と
ぼ
け
た
会
話
は
、
吉
益
門
下
の
小
木
貞
孝
氏

（
加
賀
乙
彦
）
の
頭
医
者
も
の
に
え
が
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

仕
事
の
中
心
は
犯
罪
精
神
医
学
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
に
医
学
博
士

の
学
位
を
取
得
し
た
学
位
論
文
「
精
神
病
質
の
遺
伝
生
物
学
的
考
察
」

（
一
九
四
一
年
）
は
、
双
生
児
法
に
よ
る
本
格
的
な
精
神
疾
患
研
究
の
最

初
の
も
の
で
あ
る
。
犯
罪
始
期
、
犯
罪
の
反
復
と
間
隔
、
犯
罪
の
方
向

（
単
一
方
向
、
同
種
方
向
、
異
種
方
向
、
多
種
方
向
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
早
発
ｌ
異
種
方
向
ｌ
持
続
型
な
ど
と
犯
罪
者
を
分
類
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す
る
犯
罪
生
活
曲
線
を
提
唱
し
た
（
一
九
五
一
年
、
一
九
五
六
年
）
。
精

神
鑑
定
と
し
て
は
、
内
村
祐
之
と
と
も
に
お
こ
な
っ
た
、
帝
銀
事
件
の

犯
人
と
さ
れ
た
平
沢
貞
通
の
鑑
定
が
お
お
き
い
（
「
脱
髄
脳
炎
後
の
空
想

虚
言
症
と
そ
の
刑
事
責
任
能
力
に
つ
い
て
」
、
一
九
五
七
年
）
。
も
っ
と
も
、

平
沢
に
責
任
能
力
あ
り
と
す
る
結
論
に
、
吉
益
は
積
極
的
で
な
か
っ
た

と
も
っ
た
え
ら
れ
る
。
一
九
六
○
’
七
二
年
と
『
犯
罪
学
雑
法
』
の
編

集
主
任
で
あ
っ
た
。
吉
益
は
ま
た
、
死
刑
廃
止
論
を
と
な
え
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
で
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
舞
踏
病
の
日
本
で
最
初
の
臨

床
・
病
理
解
剖
学
的
研
究
（
一
九
二
七
年
）
、
夢
の
研
究
（
一
九
二
八
年
）

な
ど
も
あ
る
。
夢
に
関
連
し
て
は
、
Ｓ
・
フ
ロ
イ
ト
の
学
説
に
き
び
し

く
批
判
的
で
あ
っ
た
。

断
種
問
題
で
は
、
初
期
に
は
、
菊
地
甚
一
が
編
集
の
中
心
に
な
っ
て

い
た
精
神
衛
生
学
会
の
雑
誌
『
脳
』
に
、
そ
の
の
ち
は
民
族
衛
生
協
会

の
機
関
誌
『
民
族
衛
生
」
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
論
説
を
発
表
し
て
い
た
。

断
種
問
題
に
つ
い
て
の
著
書
も
、
『
社
会
防
衛
と
し
て
の
断
種
の
問
題
」

（
一
九
三
一
年
）
、
「
優
生
学
の
理
論
と
実
際
」
（
一
九
四
○
年
）
、
井
上
英

二
・
上
出
弘
之
・
武
村
信
義
と
の
共
著
『
優
生
学
』
（
一
九
六
一
年
）
と
、

三
冊
あ
る
。
最
後
の
も
の
は
「
優
生
学
の
理
論
と
実
際
」
の
増
補
改
訂

版
で
、
共
著
者
に
よ
っ
て
あ
た
ら
し
い
知
見
が
つ
け
く
わ
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
骨
格
は
か
わ
っ
て
い
な
い
。

「
優
生
学
の
理
論
と
実
際
』
の
構
成
は
、

第
一
部

文
化
と
民
族
の
変
質
、
優
生
学
よ
り
見
た
る
天
才
の
問
題
、
精
神

疾
患
の
遺
伝
と
家
系
的
研
究
、
経
験
的
遺
伝
予
後
の
研
究
、
隻
生

児
研
究
の
人
類
遺
伝
学
に
対
す
る
意
義

第
二
部

断
種
の
方
法
、
世
界
各
国
に
お
け
る
現
行
断
種
法
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
断
種
法
に
就
い
て
、
断
種
問
題
に
対
す
る
論
議
の
検
討
、

去
勢
と
社
会
防
衛
、
結
婚
相
談
と
結
婚
相
談
所
の
機
構

と
な
っ
て
い
る
。
逆
淘
汰
に
よ
る
不
適
者
増
加
へ
の
危
慎
と
精
神
疾
患

の
遺
伝
学
的
研
究
の
成
果
と
を
ふ
ま
え
て
、
断
種
の
必
要
性
を
と
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

吉
益
の
ば
あ
い
、
累
犯
者
の
な
か
に
精
神
病
質
の
人
が
お
お
く
み
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
自
分
の
双
生
児
研
究
か
ら
み
て
精
神
病
質
の
成
因

に
遺
伝
が
お
お
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
、
断
種
を
積
極
的
に
推
進

し
よ
う
と
の
動
機
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
。
避
妊
に
よ
る
逆
淘
汰
で
民
族

が
変
質
し
て
い
く
と
の
危
機
感
は
断
種
支
持
者
に
共
通
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
吉
益
に
は
ニ
ー
チ
ェ
思
想
へ
の
共
感
も
あ
っ
た
。
精
神
疾
患

の
遺
伝
が
充
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
強
制
断
種
は
と

る
べ
き
で
な
い
点
は
力
説
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
論
調
と
し
て
は
、

遺
伝
性
の
つ
よ
い
精
神
疾
患
を
も
っ
た
人
に
た
い
し
て
は
ど
う
し
て
も

断
種
を
推
進
し
た
い
と
い
う
意
向
が
に
じ
み
で
て
い
る
。
結
婚
相
談
の

重
要
性
も
吉
益
は
指
摘
し
て
い
る
。

精
神
医
学
者
で
断
種
の
必
要
性
を
と
く
先
頭
に
た
っ
た
人
と
し
て

は
、
脳
研
究
室
の
長
で
も
あ
っ
た
三
宅
、
青
木
廷
春
、
吉
益
の
三
人
が

い
る
。
三
宅
は
か
つ
ぎ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
つ
よ
い
。
青

木
（
一
九
二
七
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
卒
）
は
厚
生
省
の
担
当
技
官
で
、

断
種
の
必
要
性
を
と
く
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
人
の
な
か
で
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は
、
吉
益
が
も
っ
と
も
理
論
的
で
あ
っ
た
。
民
族
衛
生
協
会
に
よ
る
断

種
法
案
準
備
に
吉
益
が
は
た
し
た
役
割
り
は
ち
い
さ
く
な
い
よ
う
で
あ

る
。

戦
後
に
も
、
吉
益
の
断
種
推
進
の
理
念
は
か
わ
っ
て
い
な
い
（
も
っ

と
も
、
国
民
優
生
法
は
手
ぬ
る
い
と
い
う
の
が
、
大
勢
で
あ
っ
た
）
。
一
九
四

八
年
に
は
吉
益
は
、
軌
道
に
の
り
か
け
た
国
民
優
生
施
策
が
実
質
上
中

断
し
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
と
し
、
ま
た
刑
務
所
か
ら
優
生
手
術

の
申
請
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
法
改
正
の
方
向
と

し
て
は
、
女
に
放
射
線
断
種
を
み
と
め
る
こ
と
、
遺
伝
性
精
神
病
患
者

の
妊
娠
中
絶
を
み
と
め
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。
あ
た
ら
し
い
優
生

保
護
法
に
つ
い
て
は
、
母
性
保
護
の
面
が
優
性
断
種
面
を
お
お
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
危
倶
を
表
明
し
て
い
る
。

一
九
六
一
年
の
『
優
生
学
」
で
は
、
ド
イ
ツ
に
つ
き
、
一
九
三
三
年

の
遺
伝
病
子
孫
防
止
法
は
「
当
時
と
し
て
も
っ
と
も
科
学
的
に
精
確
な

す
ぐ
れ
た
法
律
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
が
軌

道
に
乗
る
と
間
も
な
く
ナ
チ
政
府
の
独
善
的
な
民
族
主
義
が
ド
イ
ツ
の

科
学
的
に
厳
正
な
遺
伝
学
、
ひ
い
て
は
優
生
学
に
重
大
な
害
を
与
え
た

こ
と
は
ま
こ
と
に
惜
し
ん
で
あ
ま
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
る
す
。

（
二
○
○
一
年
一
月
例
会
）

小
川
鼎
三
先
生
生
誕
一
○
○
年
記
念
特
別
例
会

元
理
事
長
小
川
鼎
三
先
生
の
生
誕
一
○
○
年
を
記
念
し
て
の
特
別
例

会
が
、
二
○
○
一
年
四
月
十
四
日
、
順
天
堂
大
学
有
山
記
念
館
講
堂
に

お
い
て
百
名
を
こ
え
る
参
会
者
の
出
席
を
え
て
開
催
さ
れ
た
。

司
会
の
真
柳
誠
理
事
に
よ
っ
て
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
ま
ず
蒲
原
宏

理
事
長
が
挨
拶
に
立
っ
て
、
小
川
先
生
は
戦
後
の
日
本
医
史
学
会
が
混

沌
と
し
た
時
期
に
理
事
長
と
し
て
、
総
会
開
催
と
機
関
誌
の
刊
行
を
二

本
柱
に
し
て
学
会
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
た
「
中
興
の
祖
」
で
あ
る
と
賞

賛
の
辞
を
呈
し
た
。

門
下
生
代
表
の
中
井
準
之
助
名
誉
教
授
が
健
康
を
害
さ
れ
て
出
席
が

叶
わ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ご
挨
拶
を
大
塚
恭
男
常
任
理
事
が
代
読
し

た
。

つ
い
で
講
演
に
は
い
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
社
が
教
え
を
受
け
た
立

場
か
ら
み
た
小
川
先
生
の
業
績
や
人
と
な
り
を
、
持
ち
味
の
に
じ
み
で

た
語
り
口
で
語
り
き
っ
た
。
な
お
座
長
は
石
原
力
理
事
と
深
瀬
泰
且

常
任
理
事
が
つ
と
め
た
。

最
後
に
ご
令
息
の
小
川
東
洋
氏
が
挨
拶
の
中
で
、
こ
ん
な
に
み
な
さ

ん
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
親
父
は
な
ん
と
幸
福
者
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
し

み
じ
み
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
小
川
先
生
の
ふ
く
よ
か
と
し

た
お
人
柄
が
に
じ
み
で
た
、
心
温
ま
る
例
会
で
あ
っ
た
。

中
井
準
之
助

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
、
私
ど
も
は
先
生
は
長
寿
を
全
う
さ
れ
た

小
川
鼎
三
先
生
生
誕
百
年
祭
に


